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はじめに
　Delphi/400 VersionXE3 には、新た
に帳票作成ツールとして「FastReport」
がバンドルされた。IBM i（AS/400）ユー
ザーであれば、アプリケーションの帳票
出力に「OUTQ」（スプール）を使用し
た帳票が一般的だと思うが、FastReport
を使用すれば、スプールのような桁数制
約のある帳票でなく、Delphi/400 から
直接レーザープリンターに制約のない綺
麗な帳票を出力するプログラムが作成可
能となる。
　今回は、この FastReport を使用した
帳票作成手順をご紹介したいと思う。

FastReportの特徴
　FastReport は、露 Fast Reports 社が
開発した帳票出力用のアドオンコンポー
ネントである。VCL（Visual Component 
Library）として使用できるため、ほか
のコンポーネント同様、ツールパレット
から部品を貼り付けるビジュアル開発が

可能である。【図 1】
　コンポーネントとして帳票作成が可能
なため、帳票出力ライブラリや帳票デザ
インを実行モジュール（Exe ファイル）
に含めることが可能である。つまり、ア
プリケーション実行のための特別なラン
タイムやレイアウトファイルが不要にな
るので、PC 環境の影響を受けにくい帳
票が作成できる。
　また、帳票デザインは、専用のレポー
トデザイナを使用し、Delphi における
フォーム設計同様にビジュアル設計が可
能で、画像の挿入やグラフ、バーコード
等の表現力豊かなレポートを容易に作成
できることも特徴である。
　さらに、作成した帳票は、プレビュー
ならび印刷はもちろん、外部ファイルへ
の出力もサポートされているため、
PDF ファイルの作成も容易に実現でき
る。

帳票作成手順
　まず初めに FastReport を使用した簡

単な帳票作成手順をご紹介する。画面に
入力した値を帳票プレビュー表示する、
という簡単なアプリケーションである。

【図 2】

・TfrxReport コンポーネント
　FastReport で帳票出力するために必
ず使用するのが、TfrxReport コンポー
ネントである。【図 3】
　貼り付けた frxReport1 をダブルク
リックすると、レポートデザイナ画面が
開く。レポートデザイナ画面は、主に次
のような画面構成となっている。【図 4】

①�デザイナ：帳票用コンポーネントを貼
りつけてレイアウトを作成

②�コンポーネントパレット：帳票用コン
ポーネントを格納

③�レポートツリー：帳票の構造をツリー
形式で表示

④�オブジェクトインスペクタ：帳票用コ
ンポーネントのプロパティを設定

　このように FastReport は、Delphi
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帳票も簡単に生成できることがわかる。

データベース帳票の
応用例
　データセットを使用する帳票の作成手
順を見てきたが、ここからは帳票レイア
ウト作成の応用例を説明する。
　前述の作成した帳票は「気象官署ごと
の年間降水量一覧」である。この帳票を
さらに拡張していこうと思う。

・地域別：計算項目の出力
　まず、各地域の気象官署ごとに、年ご
との年間降水量についてその平均値を右
側に追加する。【図 11】
　これは簡単である。Master Data バ
ンド部に、新たに Text Object を追加
すればよい。この Text Object には、
先ほど紹介した固定テキストや変数以外
に計算式も追加できる。
　今回の場合、各年の年間降水量を合計
したものを 8 で割り、結果を整数値に置
き換えるという計算式を記載すればよ
い。【図 12】

・年別：データベースの集計
　次に、全国の年別平均降水量を出力で
きるように実装する。【図 13】
　これは、フィールドごとの全レコード
の平均値を取ればよい。最終レコード出
力後に情報を出力するため、新たにバン
ドを Footer として追加する。そして追
加した Footer バンドに Text Object を
追加すればよい。
　ここでは、Insert Aggregate ボタン
を押下し、Function 欄に平均を表す
AVG を選択し、集計対象となるバンド
とデータセットおよびフィールドを選択
する。【図 14】
　これで、最終レコードに平均値が表示
されるようになる。
　なお、今回は全レコードの集計だった
ため、Footer バンドを用いた実装とし
たが、これ以外にも、GroupHeader バ
ンドおよび GroupFooter バンドを使用
すると、合計だけでなく、小計や中計を
出力したり、改ページ条件を指定した帳
票も作成可能である。

・1000ミリ未満：条件指定の出力
　3 つ目の応用例は、出力項目に対する

でデータベースを扱う帳票はどのように
作成するかを説明する。

・TfrxDBDataSet コンポーネント
　データベースから取得した値（データ
セ ッ ト ） を 使 う 帳 票 で は、TfrxDB 
Dataset コンポーネントを使用する。画
面 に 貼 り つ け た frxDBDataset1 の
DataSet プロパティに、出力したいデー
タセットを指定すればよい。【図 6】
　データセットの準備ができたら、先ほ
どと同様に frxReport1 をダブルクリッ
クし、レポートデザイナ画面を立ち上げ
る。 メ ニ ュ ー バ ー よ り［Report ｜
Data］を選択すると先ほどフォーム画
面に貼りつけた frxDBDataset1 が選択
できるので、選択して OK を押下する。
すると、レポートデザイナ画面の右側に
ある Data Tree に、選択したデータセッ
トの項目（フィールド）が一覧表示され
る。【図 7】
　これで、帳票でデータセットが利用で
きるようになる。

・データセットの帳票出力
　次に、定義したデータセットを帳票に
出力する手順を説明する。FastReport
では、帳票をヘッダー、明細、フッター
等のエリアごとにバンドと呼ばれるもの
を作成し、出力項目を設定する。
　具体的には、コンポーネントパレット
よりバンドコンポーネントを選択し、
PageHeader と Master Data を貼りつ
ける。【図 8】
　Master Data を貼りつけた際には、
使用したいデータセットを選択するダイ
アログ画面が表示されるので、frxDB 
Dataset1 を選択する。
　これで準備が整ったので、後は貼りつ
けた各バンドに出力項目を定義してい
く。PageHeader 部には、Text Objects
を貼りつけて列タイトルを定義する。そ
して、Master Data 部には、レポート
デザイナ画面右側の Data Tree 部から
出力項目を定義すればよい。帳票設計結
果は、都度レポートデザイナ上でプレ
ビューすることも可能である。【図 9】

　一通り帳票設計ができたので、後はプ
レビュー処理（ShowReport メソッド）
を記述すれば完成である。【図 10】
　このように、データセットを使用した

の統合開発画面（IDE）同様の手法で設
計することができる。

・帳票レイアウト設計
　では実際の設計だが、今回は「タイト
ル」と書かれた表題と、画面上の Edit1
コンポーネントに指定された文字列（変
数）を出力する２つのコンポーネントを
使用する。
　具体的には、ともに Text Object コ
ン ポ ー ネ ン ト を 貼 り つ け る。Text 
Object コンポーネントをデザイナに貼
りつけると、出力する文字列を編集する
ウィンドウが開く。ここに出力する文字
列を指定すればよい。この文字列を編集
するウィンドウでは、単なる文字列だけ
でなく、変数等も指定可能である。変数
を指定する場合、Insert Expression ボ
タンを押下し、表示されたウィンドウの
Variables タブにある Expression 欄に
変数名を記載すればよい。【図 5】
　コンポーネントを貼りつけて文字列を
定義したら、あわせてフォントの指定も
行おう。オブジェクトインスペクタから
Font プロパティを選択し、日本語フォ
ント（例：MS ゴシック）を選択すれば
よい。このとき文字セットを「日本語」
に指定することがポイントになる。
　一通り帳票レイアウトの設計が完了す
れば、そのままレポートデザイナを「×」
ボタンで終了する。（ここではファイル
保存は不要）

　これで帳票レイアウト設計は終了であ
る。後は、フォーム上のボタン（Button1）
を押下したときに帳票出力するロジック
を記述すればよい。【ソース 1】
　プレビューの表示は、ShowReport メ
ソッドを実行する。そしてプログラムで
変数にセットするのは、Script プロパ
ティの Variables プロパティに値をセッ
トすればよい。たったこれだけで、図 2
のような帳票出力プログラムが作成でき
る。

データベースを使用した
帳票作成
　帳票の基本的な作成手順は説明した
が、実際の帳票作成では、主にデータベー
スから取得した値を出力項目としてセッ
トすることが多い。では、FastReport
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　実はこれだけで、PDF 出力が実現で
きる。出力ロジックは、TfrxReport コ
ンポーネントの Export メソッドを呼び
出せばよい。【ソース 2】
　 完 成 し た プ ロ グ ラ ム を 実 行 し、
Button2 として定義した「PDF 出力」
ボタンを押下すると、PDF を出力する
ための条件指定を行う画面が表示され
る。【図 19】
　条件指定画面を見るとわかるが、例え
ば、パスワード付の PDF ファイルの作
成等いろいろと設定できることがわか
る。
　ただし、とても便利だと思うが、見て
の通り条件指定画面はすべて英語表記と
なるので、この画面を表示させたくない
場合は、TfrxPDFExport コンポーネン
トの ShowDialog プロパティを False
にすればよい。TfrxPDFExport コン
ポーネントでは、条件指定画面で設定可
能な項目がすべてプロパティで指定でき
るため、予め条件をプロパティに設定し
ておけばよい。
　このように、PDF 出力が簡単に行え
るのも FastReport を使用するメリット
である。

最後に
　今回は Delphi/400 で帳票作成する手
法の 1 つとして、FastReport を紹介し
た。この帳票ツールを使用すると、画面
の GUI 化同様、表現力豊かな帳票も容
易に設計・開発できる。また今回は紹介
できなかったが、バーコードやグラフ

（チャート）の埋め込みも容易に実装可
能である。
　最後にこの FastReport であるが、今
回は Delphi/400 VersionXE3 に付属の
バンドル版を使用したが、帳票デザイン
内でのイベントの利用といった高度な機
能や、過去に作成した QuickReport お
よび RaveReports 等の帳票ツールの帳
票デザインからのコンバートが利用可能
な上位版（製品版）もある。FastReport
のフル機能を使用したい方は、ぜひこの
上位版の導入も検討いただければ幸いで
ある。
� M

条件指定を紹介する。年間降水量が少な
い（例えば今回は、1000 ミリ未満）箇
所を目立つようにしていく。【図 15】
　これは、出力対象とする Text Object
コンポーネントに、出力条件指定を付加
することで実現可能である。処理対象の
Text Object コンポーネントを選択し、
表 示 さ れ る 編 集 ウ ィ ン ド ウ よ り
Highlight タブを開く。ここに条件が指
定できるので、データベースの値が
1000 未満の場合に背景色に設定すれば
よい。【図 16】

　今回は、応用例として計算項目の出力
方法、データベースの集計方法ならびに
条件指定を行う出力方法をご紹介した。
ほかにも多様な設計が可能である。

作成した帳票の
出力方法
　ここまでは、データベースを使用した
帳票作成手順を紹介したが、次に作成し
た帳票を出力する方法を説明する。

・プレビュー画面
　これまで、標準のプレビュー画面を表
示していたが、このプレビュー画面上部
には、いろいろな機能ボタンがついてい
る。大変便利だと思うが、場合によって
はボタンを表示させたくない場合もあ
る。
　実はプレビュー画面に表示させたいボ
タンは、TfrxReport コンポーネントの
PreviewOptions プロパティのサブプロ
パティである、Buttons プロパティです
べて制御可能である。これにより、例え
ばプレビューのみ許可して、印刷は不可
といったような制御もできる。【図 17】
　さらに、TfrxPreview コンポーネン
トを使用すると、フォーム上に独自のプ
レビュー機能を追加することもできる。

・pdfファイル出力
　最後に、帳票を外部ファイルに出力す
る方法を説明する。Fast Report ではさ
まざまな形式の外部ファイルに帳票を出
力することができるが、一番利用するの
はやはり pdf ファイルだと思う。
　pdf フ ァ イ ル へ 出 力 す る 場 合、
TfrxPDFExport コンポーネントを貼り
つければよい。【図 18】
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図19
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